
寒川町立旭小学校「学習の手引き」                     令和５年度 第５学年 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都合により授業内容を変更することがあります。 

 

５年生の理科では、こんな力をつけよう！ 伸ばそう！ 

 自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象に

ついての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) 自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。 

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

 

教科の目標 

(1) 物質・エネルギー 

① 物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付

けるようにします。 

② 物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力について追究する中で，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想する

力を養います。 

③ 物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力について追究する中で，主体的に問題解決しようとする態度を養います。 

(2) 生命・地球 

① 生命の連続性，流れる水の働き，気象現象の規則性についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身

に付けるようにします。 

② 生命の連続性，流れる水の働き，気象現象の規則性について追究する中で，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想

する力を養います。 

③ 生命の連続性，流れる水の働き，気象現象の規則性について追究する中で，生命を尊重する態度や主体的に問題解決し

ようとする態度を養います。 

学年の目標 ～つけたい力～ 

 

【１学期】 
 ・天気と情報  ・生命のつながり   
【２学期】 
 ・流れる水のはたらきと土地の変化  ・もののとけ方  ・ふりこの動き 
【３学期】 
 ・電磁石の性質 ・人のたんじょう 

 

授業内容 

 

知識・技能 

物の溶け方、振り子の運動、電流がつ
くる磁力、生命の連続性、流れる水の
働き及び気象現象の規則性について
理解しているとともに、観察、実験な
どの目的に応じて、器具や機器などを
選択して、正しく扱いながら調べ、そ
れらの過程や得られた結果を適切に
記録している。 
（テストやノート等の記述など） 
 

思考・判断・表現 

物の溶け方、振り子の運動、電
流がつくる磁力、生命の連続性、
流れる水の働き及び気象現象の
規則性について、観察、実験な
どを行い、主に予想や仮説を基
に、解決の方法を発想し、表現
するなどして問題解決してい
る。 
（テストやノート等の記述、活
動の様子など） 
 

 

主体的に学習に取り組む態度 

物の溶け方、振り子の運動、電流が
つくる磁力、生命の連続性、流れる
水の働き及び気象現象の規則性につ
いての事物・現象に進んで関わり、
粘り強く、他者と関わりながら問題
解決しようとしているとともに、学
んだことを学習や生活に生かそうと
している。 
（活動の様子や言動、発表や記述な
ど） 
 

評価の観点 ～伸ばしたい力～ 


